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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・源泉徴収票配布について、WIZへ案内が掲示されているため各自確認し受け取ること。

・1/23（月）テキスト作成締め切り　期日を守り提出すること。

・1/27（金）立入り検査実施予定。書類の確認作業を進めていくが、記録記載後にチェックをしていても記載忘れがみられている。各自チェックをする目的を理解し、記載忘れがないように対応していくこと。

・発注物品の受領について、受領がされずそのままになっていることが多い為、忘れずに行うこと。また、回覧物の閲覧について、忘れずに閲覧すること。

・デイケア等の大規模調査のための利用者様情報を期日までに小嶋SGMに送ること。

・体験利用中止

日向端　庸男様～退院に向けデイケア体験利用を継続してきたが、受け入れアパートがない事で施設入所へ変更になるとのこと。本人の意欲の低下も見られていることから、デイケアの体験利用を中止するとのこと。

○避難訓練についての意見交換

　・誰が何をやるのか、何が終わったのかなど情報伝達が不足しており、区画形成や残留者確認など不備が目立った。特に1階と2階での情報共有に不備があった。

　・役割分担が曖昧だった。

　・避難経路の途中にスタッフがいないことや、避難者見守りに数名のスタッフが固まっているなどあったため、スタッフ配置の工夫が必要。

　・歩行不安定な方へは常時スタッフが付き添うことで安全に避難ができた。

　　などの意見あり。上記以外にも意見があるスタッフは、メールで委員会スタッフへ伝達してほしいとのこと。

＜利用者様情報＞
デイケア
・大下　伸治　様～本日体験利用予定であったが、休みとなる。1/20(金)は終日体験利用予定。

・根地戸　恵　様～保護者(母)来所し、小嶋SGMと面談している。現在は週1回木曜日の利用であるが、利用日を追加することを検討している。

・竹洞　聡　　様～昨日、就職面接に行っているとのこと。PSWは把握しておらず、相談なく活動している様子あり。今後も、情報共有をしていく。来所の際、自動車を使用しているため、許可証について説明していく。

・福井　彩　　様～昨日16:00頃に担当スタッフとの面談を希望し、来所している。「家にいても生活リズムが崩れたままになるから、来ました」とのことで、自分からリズムを整えようと行動していることを評価している。自宅に居ると何もやる気が起きず、何もせずに過ごすことが多くどうにかしたいとのことで対処方法を検討。デイケアにたくさん来るようにしたいとの希望あり、来所時にやりたいことを質問すると「パソコンのやり方や、企画書の作り方とか勉強してみたい」と返答。デイケアでプログラムに参加することやスタッフと個別での対応でやりたいことを実践し、生活リズムや気持ちを整えることを提案すると、「是非やってみたい」と話している。次回デイケア来所時から実践してみることとし、面談を終了している。

デイナイトケア
・板橋　利美　様～食事の残食目立っており、昨日夕食も主食を残食している。青風荘より情報提供あり、外出とその際に外食の希望があったとのこと。1/9から残食が目立っており、まずは普段の食事を摂ることが必要であることを伝えると「外食がだめなら買物も行かない」と不機嫌そうに話していたとのこと。

　　　　　　　　　本日の昼食も主食は不食、副食は全量摂取している。外出に関する訴えや不満なく経過している。

・吉田　富秋　様～青風荘より情報提供あり、今朝2:00頃から腹痛があったとのこと。病院受診希望していたが、排便後良くなったとの事で経過観察としている。本日来所後は、腹痛やその他の不調訴えなく経過している。

ナイトケア

・村上　元道　様～スタッフから体調を質問すると「最近朝起きれなくて困っている」と話している。担当医には相談しており、本日処方内容が変更になったとのこと。様子を見つつ、変化があったら相談して欲しいことを伝えている。

＜外来情報＞

・奥山以依子様～心電図を実施。「心電図で便秘がわかりますか」と質問している。それ以外では、何の話か不明である。
・冨田　紀子様～「エアロビがきつい」と話すと、「ムリしてやらなくても良い」とアドバイスをされている。訪問看護に来る日が定まらないことが不満で、訪問看護を中止し、外来受診を毎週に変更としている。
・船場　幸子様～皮膚科受診は終わったことを報告している。
・中居美津子様～ストーカー被害に遭っていることを話している。腰と歯の痛みがあり、鎮痛剤が処方となっている。
・鹿原　博夫様～特にかわりないと報告している。
・松川　順子様～手荒れが気になるとのことで軟膏が処方となっている。睡眠状況、食事摂取状況は問題ないと話している。

・熊林　卓也様～睡眠時間は8時間取れているとのこと。日中落ち着いて過ごせており、来週から仕事に行く予定であると話している。明日、デイケアスタッフと相談するとのこと。

・根地戸　恵様～デイケア利用日を週2日に増やしたいとのこと。SWと相談している。交際相手の話をしている。
カンファレンスシート（鹿原　博夫様）

実施日：H29年1月19日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：戸賀沢

検討内容　計画・目標の見直し

	氏名
	鹿原　博夫
	性別
	男
	年齢
	58
	生年月日
	Ｓ34年7月25日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上

	本人希望
	現在の生活を維持したい

	入院歴
	計　2　回

①S60年頃 ～ 6ヶ月　埼玉県の精神科病院

②H11.6.3　～H16.7.24　青南病院

	通所歴
	　1回目

デイケア：H16.7.26～現在（週5回/月～金曜日）

	その他サービス利用
	うみねこ幸房（週5回/月～金曜日）

	住居：アパート（さつき荘5号）

　　　　　　　　根城　西の沢
	家族構成：長兄（田面木　外久保）

電話あり

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	生活保護、自立支援医療


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、現状を維持した生活を送る
	①独語を出さずに現実との区別が出来るようになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①強い口調での独語で他者に不快感を与えない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①ナイトケアで休養しながら落ち着いて過ごす。強い口調での独語が始まった時には声がけをし現実検討を促す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	②困った事や不安な事があった場合には生活状況を確認しながら、その都度相談する。
	②不安や困った事などがある際には早めに相談する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	②不安や不満など、相談したい事をすぐに話す。自分から相談する事が無いため個別に声がけし様子観察をする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①強い口調での独語で他者に不快感を与えない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	・ナイトケアでは、頻度は少ないが、小声での独語や空笑は変わらず聞かれている。怒鳴るような独語は目立っていない。独語が聞かれていても、他者とトラブルになることはなく、落ち着いて過ごしている。特定メンバーに対し、睨みつけながら独語を発する事はあるが、他メンバーとはにこやかに会話する場面も見られている｡ナイトケアの調理教室参加時は表情良く取り組まれており、他メンバーから質問されると、丁寧に答えている。

・スタッフから声をかけると、穏やかな表情で返答し、時折冗談を話しながら交流している。

・仕事で農作業の業務が増えてきており、休養のため欠席することが増えてきているが、生活上大きな問題はないとのこと。80％
	・

	②不安や困った事などがある際には早めに相談する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	・不安や不満の有無について確認するが、仕事の疲れを話すことがあるが、その他訴えは聞かれていない。体調不良について確認すると、疲労感の訴えが聞かれているが、「大丈夫」と話し、特に問題はないとの事。30％
	


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、現状を維持した生活を送る
	①独語を出さずに現実との区別が出来るようになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①強い口調での独語で他者に不快感を与えない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①ナイトケアで休養しながら落ち着いて過ごす。強い口調での独語が始まった時には声がけをし現実検討を促す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	②不安や困った事などがある際に対処できるようになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	②不安や困った事がある時は相談出来るようになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	②不安や不満など、相談したい事をすぐに話す。自分から相談する事が無いため個別に声がけし生活状況を確認する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


